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田無庁舎駐車場がたいへん混雑しています。車での来庁はなるべく避けていただくようお願いします。◆管財課（�田 �内線１２１１）

　

違
法
駐
車
は
、
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
、
救
急
車
や

消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
妨
害
に
も
な
り
ま
す
。

　

駐
車
車
両
に
よ
る
事
故
原
因
と
し
て
、

・
駐
車
車
両
に
衝
突
す
る
事
故
（
特
に
夜
間
）

・
駐
車
車
両
が
あ
る
た
め
進
路
変
更
し
た
際
の
事
故

・
駐
車
車
両
前
後
の
飛
び
出
し
事
故

・
駐
車
車
両
に
よ
る
歩
行
者
等
の
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
事
故

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

田
無
警
察
署
で
は
、
次
の
路
線
、
地
域
を
重
点
に
、
安
全
で
円
滑
な

交
通
の
確
保
お
よ
び
事
故
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、
取
り
締
ま
り
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

▽
重
点
路
線
・
重
点
地
域　

左
表
参
照

▽
問
合
せ　

田
無
警
察
署
（�
４
６
７
・
０
１
１
０
）

◆
交
通
計
画
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４７１

違
法
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

〜
取
り
締
ま
り
・
処
分
が
強
化
〜
（
６
月
１
日
施
行
）

重点路線
区　間通称道路名

東伏見３～６先東伏見４丁目交差点～田無町１丁目交差点～
総持寺・田無神社前交差点～芝久保３～３０先の間青梅街道１

田無町１～１２先富士町２～７先高塚交差点富士街道２

富士町４～１３先（東伏見駅北口先）東町３～５先（保谷駅南口先）かえで通り３

田無駅北口ロータリー田無町５～１０先新青梅街道北原西交差点　　━４

富士町３～９先北原町１～１先北原１丁目交差点新青梅街道５

ひばりヶ丘駅南口ロータリー北原町１～１先北原１丁目交差点谷戸新道６

重点地域
備　考地　域

重点路線（１～６路線）周辺１
西東京市違法駐車等の防
止に関する条例重点地域田無駅を含む田無町１～５丁目、南町４～５丁目および周辺２

東伏見駅を含む東伏見２～３丁目、富士町４丁目および周辺３

柳沢駅を含む柳沢１、６丁目、保谷町３丁目および周辺４

ひばりヶ丘駅を含むひばりが丘１～２丁目、住吉町３丁目、
谷戸町２～３丁目、ひばりが丘北３～４丁目および周辺５

　

平
成　

年
５
月
ま
で
児
童
手
当

１８

・
児
童
育
成
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、「
現
況
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
用
紙
は
、

６
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
６
月　

日
（
金
）
ま
で
に
必

３０

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
が
な
い
と
６
月
か
ら
の
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
手
当
は
、
平
成　

年
４
月

１８

１
日
施
行
の
法
改
正
に
よ
り
、５
・

６
年
生
の
増
額
申
請
用
「
額
改
定

請
求
書
」
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

現
況
届
と
一
緒
に
子
育
て
支
援
課

（
両
庁
舎
１
階
）

へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
も
提
出
可
能
で
す
の

で
、
お
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
課（
�田
 
�
内
線　

、
１５２５

�保
 
�
内
線　

）
２１４１

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

　

両
庁
舎
に
あ
る
市
民
相
談
室

で
は
、一
般
市
民
相
談
の
ほ
か
、

各
種
専
門
家
に
よ
る
専
門
相
談

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
一
般
市
民
相
談

　

日
常
生
活
の
な
か
で
の
悩
み

ご
と
、困
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ま
た
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
職
員
等
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
専
門
相
談
内
容

◎
法
律
相
談
…
弁
護
士
に
よ
る

相
続
、
離
婚
、
金
銭
賃
借
、
損

害
賠
償
、
日
常
生
活
上
の
法
律

相
談

◎
人
権
・
身
の
上
相
談
…
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
侵
害
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
所
関

係
な
ど
の
相
談

◎
税
務
相
談
…
税
理
士
に
よ
る

相
続
税
、
贈
与
税
、
不
動
産
取

得
税
、
所
得
税
等
の
税
務
に
関

す
る
相
談

◎
交
通
事
故
相
談
…
弁
護
士
に

よ
る
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問

題
、
示
談
の
方
法
、
保
険
の
手

続
き
な
ど
の
相
談

◎
不
動
産
相
談
…
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
に
よ
る
土
地
、
建
物

な
ど
の
不
動
産
取
引
、
借
地
借

家
な
ど
に
関
す
る
相
談

◎
登
記
相
談
…
司
法
書
士
に
よ

る
土
地
・
建
物
の
名
義
、
抵
当

権
の
設
定
、所
有
権
移
転
登
記
、

仮
登
記
、
法
人
登
記
な
ど
登
記

全
般
相
談

◎
表
示
登
記
…
土
地
家
屋
調
査

士
に
よ
る
土
地
の
分
筆
、
地
目

変
更
、
隣
家
と
の
境
界
な
ど
の

相
談

◎
年
金
・
労
災
・
雇
用
保
険
・

人
事
一
般
相
談
…
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
、
労
災
、
雇

用
保
険
、
人
事
一
般
に
関
す
る

相
談

◎
行
政
相
談
…
行
政
相
談
員
に

よ
る
国
の
行
政
機
関
等
に
対
す

る
苦
情
、
意
見
、
要
望
等
相
談

◎
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
等

手
続
き
相
談
…
行
政
書
士
に
よ

る
官
公
庁
に
提
出
す
る
各
許
認

可
、
申
請
の
手
続
き
、
権
利
義

務
に
関
す
る
書
類
や
事
実
証
明

に
関
す
る
書
類
の
作
成
に
関
す

る
相
談
（
遺
言
、
相
続
、
分
割

協
議
書
、成
年
後
見
制
度
等
）　

　

専
門
相
談
は
、
原
則
と
し
て

　

分
以
内
で
す
（
人
権
・
身
の

３０上
相
談
は　

分
）。す
べ
て
予
約

６０

制
で
す
の
で
、
相
談
日
を
無
料

市
民
相
談
（
本
号
６
面
）
の
欄

で
確
認
の
う
え
、
希
望
す
る
庁

舎
の
市
民
相
談
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
相
談
室
（
�田
 

�
内
線　

、
�保

 
�
内
線　

）　

１４３２

２１１５

◆
生
活
文
化
課（
�田
 
�
内
線　

）
１４１２

市
民
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

か
ら
、
母
ま
た
は
児
童
が
受
取
る

養
育
費
に
つ
い
て
、
そ
の
金
額
の

８
割
が
母
の
所
得
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
課（
�田
 
�
内
線　

、
１５２５

�保
 
�
内
線　

）
２１４２

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
所
得

が
限
度
額
以
上
の
時
は
、
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
に
関
し

て
は
、
手
当
の
受
給
者
が
母
の
場

合
は
、
母
が
監
護
す
る
児
童
の
父

◎
請
求
者
ま
た
は
児
童
が
日
本
に

住
所
を
有
し
な
い
場
合

※
事
実
上
の
配
偶
者
と
は
、
男
性

の
住
民
票
が
同
住
所
に
あ
る
場
合

や
定
期
的
な
訪
問
、
生
活
費
の
補

助
等
を
受
け
て
い
る
場
合
を
含
み

ま
す
。

▽
手
当
額　

全
部
支
給
月
額
４
万

１
千　

円
、
一
部
支
給
月
額
４
万

７２０

１
千　

円
か
ら
９
千　

円
（
所
得

７１０

８５０

に
応
じ
て　

円
き
ざ
み
）
第
２
子

１０

は
５
千
円
、
第
３
子
以
降
１
人
に

つ
き
３
千
円
の
加
算

▽
注
意
事
項　

手
当
の
受
給
後
資

格
が
な
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
届
出
を
し
な
い
で
手
当

を
受
給
し
て
い
る
と
資
格
が
な
く

な
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
の
手
当
額

を
全
額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偽
り

そ
の
他
の
不
正
の
手
段
に
よ
り
手

当
を
受
け
た
者
は
、
３
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は　

万
円
以
下
の
罰
金

３０

に
処
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象　
　

歳
未
満
の
中
・
重
度

２０

の
障
害
（
お
お
む
ね
愛
の
手
帳
１

〜
３
度
程
度
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
〜
３
級
、
４
級
の
下
肢
の
一
部

程
度
、
お
よ
び
こ
れ
ら
と
同
程
度

以
上
の
内
部
障
害
、
ま
た
は
日
常

生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
状

態
の
精
神
障
害
）
の
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者※
手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
指

定
の
診
断
書
に
よ
り
、
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

児
童
が
施
設
入
所
し
て
い
る
場

合
、
児
童
の
障
害
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
手
当
額　

重
度
障
害
児
月
額
５

万　

円
、
中
度
障
害
児
月
額
３
万

７５０
３
千　

円
８００

■
各
手
当
共
通

　

各
手
当
は
、
申
請
の
あ
っ
た
翌

■
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
支
給
要
件
に
あ
て
は
ま

る　

歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初

１８
の
３
月　

日
ま
で
の
児
童
（
政
令

３１

の
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
場
合
は　

歳
未
満
）
の
母
ま

２０

た
は
養
育
者
（
母
ま
た
は
養
育
者

が
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年

金
を
受
給
で
き
る
場
合
は
除
く
）

▽
支
給
要
件

　

◎
父
母
が
離
婚
し
た
児
童　

◎

父
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明
の
児

童　

◎
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

児
童　

◎
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童　

◎
父
に
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童　

◎
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

（
認
知
し
た
父
の
扶
養
が
あ
る
場

合
は
除
く
）

　

な
お
、
昭
和　

年
８
月
１
日
以

６０

降
支
給
要
件
に
該
当
し
、
平
成　
15

年
４
月
１
日
現
在
５
年
を
経
過
し

て
い
る
方
は
時
効
に
よ
り
手
当
の

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
支
給
制
限　

次
の
状
態
に
あ
る

場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

◎
児
童
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に

よ
り
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合　

◎
児
童
が
里
親

に
委
託
さ
れ
て
い
た
り
児
童
福
祉

施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合　

◎
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る
場
合　

◎
児
童
が
母
の
配

偶
者（
事
実
上
の
配
偶
者
を
含
む
）

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合

平成１７年度児童扶養手当・特別児童扶養手当所得制限限度額表
（平成１６年中の所得・平成１７年８月分～平成１８年７月分手当に適応）

 �������������������������������������������� （単位：円）

特別児童扶養手当児童扶養手当

配偶者　　
扶養義務者本　　人

孤児等の養育者
配偶者　　　　
扶養義務者　　

本　　人

一部支給全部支給

6,287,0004,596,0002,360,0001,920,000190,000０人

6,536,0004,976,0002,740,0002,300,000570,000１人

6,749,0005,356,0003,120,0002,680,000950,000２人

6,962,0005,736,0003,500,0003,060,0001,330,000３人

１人増すごとに加
算　２１３,０００１人増すごとに加算　３８０,０００４人以上

老人扶養 � ６０,０００
（老人扶養のみは
２人目から）

特定扶養  ２５０,０００
老人扶養  １００,０００

老人扶養 � ６０,０００
（老人扶養のみは
２人目から）

特定扶養　１５０,０００
老人扶養　１００,０００

１人に
つき加算

所得から控除できる額
 ��������������������������� （単位：円）

特別児童扶
養手当（本
人・配偶者
等共通）

児童扶養手当

種　別
受給者（養育者）
配偶者
扶養義務者
孤児等の養育者

受給者
（母）

80,00080,00080,000社会保険料相当額

270,000270,000270,000障害・勤労学生控除

400,000400,000400,000特別障害者控除

※270,000270,0000寡婦（夫）控除

80,00080,0000寡婦特別加算控除

500,000500,000500,000老年者控除

控除相当額　控除相当額控除相当額

雑損・医療費・
配偶者特別・小
規模企業共済等
掛金控除

※配偶者は寡婦（夫）控除なし

児童扶養手当・児童扶養手当・

特別児童扶養手当特別児童扶養手当

のご案内のご案内


